
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

2005～2006年度 

５月第３例会プログラム 
 

 

● 点鐘      会長     

● ロータリーソング   奉仕の理想 

● ビジター紹介    親睦活動委員会 

● 幹事報告 

● 委員会報告 

● 会食 

● 卓話     「ロータリー親睦活動月間に因んで」 

佐藤 二郎 ＰＧ       

● にこにこＢＯＸ   Ｓ．Ａ．Ａ 

● 出席報告    出席委員会 

● 点鐘      会長 

● ロータリーソング   それでこそロータリー（１） 

                

5月 25日（第2383回）

2005年～2006年度 国際ロータリーのテーマ 

 会長 山本 和男   幹事 臼田 八束  【URL】http://www.tuchiura-rc.org 【E-mail】office@tuchiura－rc.org 

事務局：土浦市中央２－１６－９（常陽銀行４Ｆ） 【TEL】０２９－８２２－１２５０ 【FAX】０２９－８２４－８８３０ 

 

 
 

言行はこれに照らしてから 

１．真実か どうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか 

RI（国際ロータリー）の創立：1905（明治 38）

日 本のロータリー創立： 1 9 2 0 （ 大正 9 ）

四つのテスト 

 

RI会長 

 カール・ヴィルヘルム・ステンハマー 

            秋の実りに願いを込めて 



 

1. 次年度に向けて、クラブフォーラムが開催されました。 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 委員会報告 
○職業奉仕の話        

「私と職業奉仕」  海老原 雄一 会員  

佐藤P.G.から、「先生は首から上の病気を治す医師に向いている」と云われたことがあったが、私の卒業当時、

眼科に進む者は殆んどなくて閑散とした医局だった。私自身の理由はあったのだが、級友から奇異の目で見ら

れた。 

 昭和４２年の開業時は、生意気にも病室を持ち、手術、即ち盲目の人の開眼に情熱を持って充実した毎日で

あった。収入はあまり考えず、「先生の所は安価すぎるよ」と患者さんに言われたこともあったが、医師優遇税

制のお蔭で結果的に収入も多かったし、無上の喜びもあった。当時の朝日新聞のマイオピニオン欄に、「親切な

お医者さん」と題して投書があり、私も驚いたことがあったが夜中の受診者だった。平成になり税制の改正と

私自身の高齢のため手が震えるようになり手術は中止した。 

 現在は医療費を減らせの大合唱で、患者の負担増や医師・病院の在り方に大変不安を持っている。将来入院

ベッドが無かったらどうしようと。 

 話は変わるが、ロータリー入会前より筑波大の外国人留学生と会合を持つ機会があった。現在もある「TISA」

の会である。我が家に来たブラジルの日系２世とペルー人が結婚したり、大塚奨学生であった柳放君（奥さん

が米山奨学生）の夫婦が未だに東京にいて、家族ぐるみの付き合いをしている。この奥さん（姚曉宏）の父親

で、北京交通大学教授が我が家に来て拝まれたのには面喰った。 

 上海体育大学から筑波大への留学生だった、陸愛云おばさんも一年間面倒をみたが、帰国後助教授から教授

に昇進し、我々及び町内婦人会共々喜んだ。陸さんの娘が又筑波大に留学し、沖縄の日本人と結婚して沖縄に

住んでいるが、中国は国籍を離脱できないとのことで今も中国人のままでいる。 

 他にもアフリカ・キプロスなど家族で我が家に押しかけ楽しい日が何年も続いた。かかる最中に、故大塚徳

一会長、故高橋正三幹事のお誘いを受け、土浦R.C.に入会させていただいた。 

 今後は萩原ガバナーの要請もあり、外国人のためのユネスコ日本語教室を応援しようと思っている。 

 ロータリーで最も重要なことは、職業倫理の向上であり、ロータリアンの良心と多様性及び企業倫理から来

る職業奉仕を通じて、「地上に平和を」「人々に慈くしみを」が最大の目標と考えている。 

 

 

 

 

先週の例会報告  



「職業奉仕雑感」    坂本 史郎 会員 

社名は㈱第一自動車ですが、四輪車は取り扱いしておりません。当社は昭和３３年ヤマハ発動機の特約店と

なり現在まで二輪車とボート船外機等マリン商品の販売・修理等を行っています。ロータリークラブの職業分

類が船舶販売ですので、こちらの話をさせて頂きます。 
当社は４０年以上同じような仕事をしてきましたが、時代の経過とともに取扱商品が随分変化してきました。 

昭和４０年代前半までは霞ヶ浦・北浦・利根川等で使用していた漁船や釣船等は全て木製品でした。従いま

して湖岸沿いには多くの造船所があり、これらの船をお客様の要望に応じて製造し、提供していました。しか

しヤマハ発動機㈱は昭和４３年に FRP 製和船を発売しました。私は漁業協同組合や農業協同組合、それから貸

釣舟組合や個人事業者に働きかけ、この商品の普及に努力しました。しかしこの商品は全国共通の標準品でし

たのでそれぞれの地域での漁業方法や使用方法の違い等からいろいろと改造の要望があり、地元造船所の方々

と協力し合いながら改造をしてお客様に満足して頂くことができました。 

又、これらの船に取り付けるエンジン（船外機）は当時は故障も多くその修理も多忙でしたが、出張修理で

出来る限り早く作業することに心がけ使用者に大変感謝されて、取れた魚をいただくことが多々ありました。

また、お客様を紹介して頂くことも多くありました。しかし、FRP船は半永久の耐久性がありますので、需要が

一巡すると次の代替需要はありませんでした。 

 昭和５０年代中旬からは、レジャー用にシフトしました。いわゆるバブル景気の頃は高額なモーターボート

やヨットが売れましたが、この時代には使用するのでなく所有することに意義を感じるお客様も沢山見受けら

れました。従いまして今でもマリーナに保管されていても使用されていないボート、ヨットが沢山あるのが実

態のようです。 

 近年は小型の釣用ボート、アルミ製ボートや水上オートバイ等を主力とした商売になっています。マリンの

商売にはいろいろな普及活動が必要です。船舶操縦免許教室、試乗会、乗り方教室や安全普及活動などなどで

すのでなかなか大変です。又自治体によっては内水面の使用規則もありますので地元のご理解がこの商売の原

点ですのでご協力よろしくお願い致します。 

 

「広がる職業奉仕」    小倉 史義 会員 

私は、ロータリー歴９年です。日常の活動や知識について、更にはロータリーの本質について理解していな

い部分が多く勉強不足を日々痛感しております。 

職業は、広告会社として「新聞折り込み広告」の仕事をしております。 

日頃は、受注業務の遂行・利益追求・雇用・生活手段などが、意識の中心になりがちで、職業奉仕としての部

分が頭の片隅に内包したままになっておりました。 

ロータリー手続要覧〔第2部・第5章・職業奉仕〕の項目の職業奉仕に関する声明（Statement on Vocational 

Service）の３）の覧に〔自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること 〕の記載があります。 

私の職業に照らして考えてみますと、「需要のある所に供給あり」の考えから見ると、前述の手続要覧第5章

の記載どおり〔 ～ニーズに役立っていること。〕がなされているから、私の職業も社会に貢献できているとも

思えます。 

それでは、どんな事で社会に貢献できているのでしょうか。 

私共の「新聞折り込み広告」は、一般的呼称としては、「チラシ」として親しまれております。そういったこ

とから、地域生活情報の把握・日常生活活動の喚起（道しるべ）・教養余暇・その他 生活設計の手段としての

特徴が社会的役割すなわち、社会への貢献と思います。 

これらは、私の基本的な認識ですが、もうひとつ以外な所で、社会的な接点がありました。それは、学校で

「折り込み広告」を教材として活用しているのです。これは、「ＮＩＥ活動」（教育に新聞を）として、（財）日

本教育文化財団と全国の小・中・高各学校から選ばれた、実践校が、新聞を生きた教材として活用する運動を

行っておりますので、ご存知の方も多いかと思います。 

この「ＮＩＥ活動」が、最近では、新聞に折り込まれている、折り込み広告（チラシ）を、教科書では得ら

れない、地域情勢・生活・企業・社会・その他情報などを体得するのに、格好の教材として使われているのを

聞き、折り込み広告と学校教育との繋がりという私のまったく考えもしなかった形での社会貢献があるものだ

と驚いた次第です。 

こうしたさまざまな形での職業・仕事の社会の中での係わり合いを見ますと、私は、日頃のロータリー活動

により、会員同士の交流により自身の意識・見識を広め、固定観念にとらわれない、柔軟な考え方を養い、自

身の職業に生かす事が、ロータリー職業奉仕に繋がることと感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寄付報告  

受付日 氏  名 金 額（円） 累 計(円) 

5/18 上野  光 100,000 1,060,000 ﾒｼﾞｬｰﾄﾞﾅｰ

 計 100,000  

累計 7月～5/18 2,220,000円(クラブ寄付含む) 

 

 にこにこＢＯＸ  

 5/18  55,000円     累計  2,044,500円 

 ☆木村君～この度、当社の本店がウララビルから向い側の郵便局の隣に移転し、5/11にオープンしました。 

      今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。 

 ◎飯山君～皆さんがお手伝いをしている時、仕事をしてまして申し訳ございません。せめても「ニコニコ」へ 

◎結婚記念祝～菊地君・神林君・高橋君・坂本(史)君・羽方君 

◎誕生祝～坂本(史)君 

 

☆上野君～母の葬儀にご会葬を頂きまして、誠にありがとうございました。 

 

 出席報告  

会員 欠席 出席 出席免除 出席率 

69名 17名 52名 12名 70.18％ 

 

 例会予告  

  6/1   卓話「土浦青年会議所理事長就任挨拶」小沼 俊広 氏 

 6/8  卓話「ボーイスカウト・ガールスカウトの活動について」       

 

★本日のメニュー★ 

椀    若芽スープ仕立て 

―四角弁当箱にて― 

刺し身  たこと胡瓜 蒟蒻 

     添え野菜 生姜醤油 

煮 物  里芋と豚肉の煮物 さや 

焼き物  赤魚の味噌漬焼 

     チンゲン菜の卵炒め 

     ブロッコリーバター炒め 

ご 飯  麦ご飯 人参の糠漬 

結婚記念祝(5月) 

2006～07年度 第7分区協議会開催のお知らせ 

 

開 催 日：平成18年6月3日（土） 

登  録：18：00～   開  会：18：30  

場  所：ホテルグランド東雲 

会  費：5,000円 

 

サイクリングのお知らせ 

 

日  時：平成18年6月4日（日) 

     集合9：30 出発10：00 到着11：30予定 

     帰途13：30出発 到着15:00予定 

集合場所：旧関東鉄道つくば線の虫掛駅の駐車場 

（りんりんロード沿い） 

     土浦市虫掛 ヤマカワ厨房となり 

コ ー ス：虫掛駅（りんりんロード）―藤沢駅―ＪＡ土浦

―県道つくば千代田線―小町ふれあい広場  

片道約10km 

2006～07年度 地区委員会研究会日程 

 

＜2006年7月＞ 

8日(土)新世代奉仕委員会 

9日(日)ロータリー財団研究会 

    つくば市 グランド東雲 

17日(月)職業奉仕研究会 

22日(日)クラブ管理運営研究会 

    つくば市 国際会議場 

23日(日)米山奨学委員長・ｶｳﾝｾﾗｰｾﾐﾅｰ 

    水戸市 三の丸ホテル 

30日(日)国際奉仕研究会 

    水戸市 水戸プラザホテル 

 

＜2006年8月＞ 

 6日(日)社会奉仕研究会 

    水戸市 三の丸ホテル 


